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令和５年度 学力調査等の結果についてお知らせします。 

 
研究主任 工藤 信輝・安河 努 

 
「全国学力・学習状況調査」と「杉並区特定課題に対する調査」の結果です。６・９年生を対象として実施

しました。「全国学力・学習状況調査」は４月 18 日に、「杉並区特定課題に対する調査」は５月 10 日に行い
ました。今後も学園、家庭、地域と協力して児童・生徒の学力向上に取り組んでまいります。 

また、各学年の実態に応じた具体的な学習に関するアドバイスや授業改善のための教員の取組などについて
は、11 月中に発行される各学年の「学年だより」で掲載する予定ですので、そちらもご覧ください。 

 
１ 学力調査正答率 
（１）杉並区「特定の課題に対する調査」より 

 国語 算数・数学 英語 
本学園 区平均 本学園 区平均 本学園 区平均 

６年 71.9 72.9 60.2 63.1 － － 
９年 63.8 61.7 54.0 58.3 53.3 54.7 

 ６年生の国語については、漢字の部首を正しく理解するなど言葉の力は身に付いています。文章を読んで要旨を
捉えたり、書き方の工夫を読み取ったりすることには課題が見られました。算数については、計算のきまりはしっ
かり身に付いているといえます。一方で、複雑な立体の体積を求めたり、正しい立方体の展開図を考えたりするこ
とには課題が見られました。 
９年生の全体的な傾向として、各教科の基礎的な知識・技能の習得が不十分であることが挙げられます。特に国

語では「言語」に関する問題、数学では「関数」に関する問題で、区平均より下回っている傾向が見られました。
一方で、英語については、必要な情報を読み取るために、基礎的な知識を活用する力を伸ばしていくことが課題と
なります。 
（２）文部科学省「全国学力・学習状況調査」 

 国語 算数・数学 英語 
本学園 都平均 全国平均 本学園 都平均 全国平均 本学園 都平均 全国平均 

６年 73.0 69.0 67.2 71.0 67.0 62.5 ― ― ― 
９年 72.0 72.0 69.8 55.0 54.0 51.0 57.0 52.0 45.6 

 ６年生については、国語科の話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら自分の考えをまとめること、算数科
の分配法則を用いて正しく計算することが十分できていました。一方で、算数科で台形の意味や性質を理解して問
題を解くことには課題が見られました。 
９年生については、全体的な傾向として記述式の問題の正答率が、教科を問わず全国平均より高いことが分かり

ます。生徒一人一人の学習に対する主体性や粘り強さが表れている結果かと思います。また、英語については、「話
すこと」についても、全国平均より格段と高い結果となりました。 

 
２ 学力調査の結果を受けて 
 学園では、小中の教職員が協力して策定した「杉並和泉学園 9 年カリキュラム」の基づく相互乗り入れ授業を実
施しています。また、9 年間の学びの系統性や連続性を重視した教育活動を実践したりすることを通して基本的な
知識や技能を確実に定着させていきます。「学びに向かう力」を重点にこれからも一層の授業改善を図ってまいりま
す。 
 特に、習得した知識や技能を活用・応用する力を高めていくために、児童・生徒が相互に協働して課題を解決す
る学習や意見交流活動を効果的に実施することで、「主体的・対話的で深い学び」を引き続き目指していきます。 
授業やご家庭における学習についてご不安やご質問などがございましたら、いつでもお気軽に担任や学年の教員

にご相談ください。これからも、本学園は、小中一貫教育校のよさを生かし連携を密にすることで、児童・生徒の
学力向上に取り組んでまいります。今後もご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

生活目標 
責任をもって行動しよう 

安全目標 
校内での安全な過ごし方を

考えよう 

生活目標 
ものを大切にしよう 

安全目標 
社会のルールを理解して 

安全に過ごそう 

保健目標 
目を大切にしよう 

給食目標 
後片付けをきちんとしよう 

学園だよりには個人情報が含まれています。取扱いにはご注意願います。 

杉 並 和 泉 学 園 

 新 泉 和 泉 小 学 校 ／ 和 泉 中 学 校 

 

令和５年 10 月２日 

学園だより №94 

学園長 松浦 素明 
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「和泉タグラグビースクール」 

タグラグビーはタックルの無い（腰に付けたタグを取ること
をタックルとする）安全なラグビーです。支援本部主催で 13

年目になります。現在、1 年生～5 年生約 30 人が原則土曜日

9 時から 10 時半まで和泉学園校庭で楽しんでいます。コーチ

は元ラグビー選手石川安彦さん、学習院大学ラグビー部員な

どです。 

夏祭りではラグビーボールで的当体験やおにぎり販売で、暑
い中保護者が一丸となって頑張りました（普段の練習では保

護者の当番はありません）。コーチや子どもは櫓の上でラグビ

ーの楽しさや勧誘のアピールをしました。 

9 月体験会では多くの 1 年生が参加してくれ、とても活気が

ありました。いつでも体験できますので、日頃運動不足の保

護者の方もご一緒に参加してみませんか。 

夏休み最終日の 8 月 31 日（木）に「共感カフェ」教員編が行わ
れました。 

先生方にとって多忙な時期でしたが、新任の先生と赴任から
5 年以上経つベテランの先生たち８人にお集まりいただき、４グ
ループに分かれて学校運営協議会委員と活発に議論を交わし
ました。 

小学部での６年間の成長を見て中学部に引き継げるなどの
小中一貫校としてのメリットがある一方、小学部と中学部の間で
行事日程のすり合わせなどの作業に時間を取られることも多い
ので、この点の改善が必要ではとの指摘もありました。これらの
点は今後の学校運営に生かしていきたいと考えます。 

学校運営協議会運営委員のうち３名の方は９月末で任期満
了のため退任され、10 月 1 日から新たに 4 名の方が新任委員
として活動を開始されます。次回学校運営協議会は 10 月 3 日
(火)午後 4 時 30 分から学園長室で開催されます。また小学部
児童との共感カフェを 11 月 7 日(火)に予定しております。 
学校運営協議会傍聴をご希望の方は、学園までお知らせくださ
い。 

https:// shinsen-izumi.sakura.ne.jp/  

info@shinsen-izumi.sakura.ne.jp  
 

 行事予定 しーばくん 
スポーツの秋・読書の秋・食欲の秋を楽しもう！ 

弓ヶ浜移動教室（6 年） 
 ９月６日（水）～８日（金）に、弓ヶ浜移動教室に行ってきました。
下田で開国の歴史に触れたり、磯観察で海の生物を見たりしま
した。『百聞は一見に如かず』の言葉通り、自分の目で見たもの
は印象強く、バスの中や宿でも「○○がすごかった！」という声が
たくさん聞かれました。仲間との思い出を大切にし、係活動で培
った責任感や進んで取り組む姿勢などを、これからの学園生活
に生かしていきます。 

生徒会役員選挙（中学部） 
９月１５日(金)、杉並区選挙管理委員会からお借りした、本物

の記載台と投票箱が使用され、厳粛な空気の中、立会演説会・
生徒会役員選挙が行われました。夏休み前から準備を重ね、応
援演説者と選挙責任者の協力のもと、朝や放課後のあいさつ、
お昼の演説を行ってきました。本番では、学園に対する思いと、そ
れを実現させていくための公約を真っ直ぐに伝えました。 

小学部 中学部 小学部 中学部

放課後パワーアップ教室⑥ 中学朝会

生徒朝会（後期）

全校練習①

運動会係児童打ち合わせ② 弟子入り体験（３年）

全校練習②

4時間授業　短縮時程 午前授業（Ｍなし）

生活科校外学習（1，2年）

中央委員会 弟子入り体験（３年）

4時間授業（1～5年）

運動会前日準備（6年）

中央委員会

進路説明会

富士移動教室（5年）

富士移動教室（5年） 進路面談（９年）

富士移動教室（5年）

狂言教室（6年） 進路面談（９年）

サイエンスグランプリ始

長縄グランプリ

サイエンスグランプリ終 職場体験（８年）　進路面談（９年）

いのちの教育月間終 ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｽﾎﾟｰﾂ大会（A組）

職場体験（８年）　進路面談（９年）
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学年朝会                                  合同クラブ⑥（7年）

木

学年朝会　　                                    避難訓練

ミュージックフェア

合唱コンクール

全校集会（小中環境サミット）
委員会⑥（小中合同）

移動教室前検診（５年）

安全指導


